東北大学金属材料研究所強磁場超伝導材料研究センター利用状況報告書
共同利用者各位
　大学共同利用・共同利用研究は、予算が大幅に減額されなかで、大学等の研究機能の維持にとって必要不可欠になっていることは、皆様ご承知の通りです。また、共同利用のセンターは、毎年利用状況を把握し、文部科学省や外部有識者を含む共同利用委員会、運営協議会に報告する義務があります。さらに、共同利用は成果の公開を前提にその費用が国から措置されていること、課題審査においても報告書の提出状況を参照する必要があることをご理解頂き、締め切りに報告書が提出出来ない場合、以下により利用状況報告をお願い致します。提出は、受入教員を通してお送り下さい。この報告書は委員会等の審議、審査のみに用い、非公開と致します。
1. 課題番号および申請者所属・氏名
(1) 課題番号
(2) 所属
(3) 氏名
2. 利用状況—いずれかにご記入下さい(不要なものは消して頂いて結構です)
(1) □　実験未実施　
未実施の理由、理由や今後の対策等を400字程度でご記入下さい。センター側のマグネット故障等による場合は、その旨簡略にご記入頂ければ結構です。
(2) □　実施したが取り纏めに時間を要している
状況報告と報告書の提出可能な時期を400字程度でご記入下さい
(3) □　実験結果が不十分で精査が必要なため報告書の公開に支障がある
非公開の実験状況および結果、今後の取り纏めの見通しをA4１枚程度でご記入下さい。
(4) □　実施したがデータが得られず、報告書として提出出来ない
状況報告と今後の方策、見通しを400字程度でご記入下さい
(5) □　特許や論文執筆のために提出を延期したい
可能な範囲での報告書作成をご検討いただき、それが無理な場合は、延期の理由や提出の見通しを400字程度でご記入下さい。
　 (6)その他の場合、上記に習って適宜ご記入下さい。
3. 受入教員記入欄( 報告を承認する場合、以下にチェックを記入して下さい)
(1)□　２の報告内容の通り内容を承認します。
報告に関して、補足する事項、見解などがあれば、簡単にご記入下さい。この部分は委員会以外非公開と致します。
4. 強磁場センターにおける取り扱い記録(以下に記入して保存)
(1) □　センター長了承　
(2) □　共同利用委員会で公開し審議承認を求める
(3) □　共同利用委員会へは当面非公開とし、実施、提出の有無だけを登録
(4) □　報告書として本報告を共同利用webサイトへアップロード(審査委員が閲覧可能になります)
